
 

２
０
１
４
年
は
、
改
正
「
タ
ク
シ
ー

関
係
３
法
」
を
実
行
に
移
す
重
要
な
年

で
す
。 

「
タ
ク
シ
ー
関
係
改
正
３
法
」
の
制
定

に
よ
る
一
歩
前
進
を
！ 

「
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
」
に
結
び

つ
け
る
産
別
労
働
運
動
の
強
化
と
変
革

を
！ 
 

「
タ
ク
シ
ー
関
係
３
法
改
正
案
」
が
可
決
・
成

立
し
、
１
月
２
７
日
施
行
が
決
定 

自
・
公
・
民
の
議
員
立
法
と
し
て
秋
の
臨
時
国

会
に
提
案
さ
れ
て
い
た
「
タ
ク
シ
ー
関
係
３
法
改

正
案
」
が
、
１
１
月
８
日
に
衆
議
院
で
賛
成
多
数

で
（
「
み
ん
な
の
党
」
が
反
対
）
可
決
さ
れ
、
１

１
月
２
０
日
の
参
議
院
に
お
い
て
２
１
１
対
１
８

の
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
可
決
・
成
立
し
ま
し

た
。
「
改
正
法
」
は
１
１
月
２
７
日
に
公
布
さ

れ
、
２
０
１
４
年
１
月
２
７
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。 ２

０
１
２
年
秋
の
臨
時
国
会
で
は
「
突
然
の
衆

議
院
解
散
」
に
よ
っ
て
、
民
主
党
案
の
「
タ
ク

シ
ー
事
業
法
」
提
案
で
き
ず
、
更
に
１
２
月
の
衆

議
院
総
選
挙
で
の
民
主
党
の
大
敗
北
に
よ
っ
て
、

「
タ
ク
シ
ー
事
業
法
」
が
提
案
出
来
な
い
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

２
０
１
３
年
に
入
り
、
労
働
側
と
経
営
側
の
強

い
要
請
に
よ
っ
て
、
自
民
党
案
を
軸
に
し
た
「
タ

ク
シ
ー
関
係
３
法
改
正
案
」
が
自
・
公
・
民
の
３

党
で
合
意
さ
れ
、
今
秋
の
臨
時
国
会
に
提
案
さ

れ
、
自
民
党
内
の
規
制
緩
和
論
者
や
「
維
新
」

「
み
ん
な
の
党
」
の
抵
抗
を
打
ち
砕
い
て
、
成
立

と
な
り
ま
し
た
。
規
制
緩
和
論
が
未
だ
に
主
流
の

政
治
状
況
下
で
、
「
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
タ

ク
シ
ー
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
は
、
タ
ク
シ
ー

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
が
必
要
」
と

し
て
、
新
し
い
規
制
の
一
歩
で
あ
る
２
０
０
９
年

に
成
立
し
た
「
タ
ク
シ
ー
適
正
化
・
活
性
化
特
措

法
」
を
改
正
で
き
た
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で

す
。 「

現
行
法
」
よ
り
一
歩
前
進
し
た
「
改
正
法
」

に
、
「
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
を

改
善
す
る
」
と
い
う
「
魂
を
入
れ
る
」
の
は
、

「
地
域
協
議
会
」
と
世
論
に
働
き
か
け
る
労
働
運

動
の
強
化
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

国
土
交
通
大
臣
は
東
京
・
武
三
地
区
を
「
特

定
地
域
」
に
指
定
せ
よ
！ 

 

「
小
泉
」
規
制
緩
和
に
よ
る
増
車
と
新
規
参
入
に

よ
っ
て
、
３
０
年
前
の
水
準
に
落
ち
込
ん
だ
東
京
の

タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
賃
金
は
、
２
０
１
０
年
に
は
平

均
年
収
が
３
４
８
万
円
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

「
タ
ク
シ
ー
適
正
化
・
活
性
化
特
措
法
」
が
２
０
０

９
年
に
施
行
さ
れ
、
「
２
０
％
を
目
標
」
に
し
た
減

車
が
１
８
．
５
％
ま
で
進
み
、
２
０
１
２
年
に
は
よ

う
や
く
平
均
年
収
が
４
０
１
万
円
に
回
復
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
都
内
の
男
子
常
用
労
働
者
の
平
均
年

収
と
の
格
差
は
２
４
６
万
円
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
ま

す
。 

 

格
差
を
改
善
し
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
賃

金
・
労
働
条
件
を
実
現
す
る
に
は
、
「
２
０
％
の

減
・
休
車
」
を
確
実
に
行
わ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

更
に
「
１
０
％
の
一
斉
減
・
休
車
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
実
行
に
よ
っ
て
、
東
京
地
域
で
の
適
正
な
実
車

率
５
３
％
を
実
現
さ
せ
、
当
面
の
目
標
で
あ
る
平
均

年
収
「
５
０
０
万
円
」
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

そ
の
為
の
重
要
な
一
歩
と
し
て
、
東
京
・
武
三
地

域
を
、
改
正
さ
れ
た
「
タ
ク
シ
ー
適
正
化
特
措
法
」

に
基
づ
く
「
特
定
地
域
」
に
指
定
さ
せ
る
事
が
是
非

と
も
必
要
で
す
。
「
改
正
タ
ク
シ
ー
適
正
化
特
措

法
」
で
は
、
国
土
交
通
省
に
「
特
定
地
域
」
に
指
定

さ
れ
な
け
れ
ば
、
更
な
る
「
減
車
」
を
行
う
事
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
東
京
を
「
特
定
地
域
」
に
指
定
さ

せ
る
運
動
を
強
化
す
る
事
が
重
要
で
す
。 
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（裏
面
に
続
く
） 

 

タ
ク
シ
ー
産
別
労
働
運
動
の
力
で
「
改
正
・タ
ク

シ
ー
関
係
３
法
」
を
活
か
し
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
賃
金
・労
働
条
件
の
改
善
を
実
現
し
よ
う
！ 

 

東
洋
交
通
労
組
の
団
結
力
で
、
品
質
の
向
上
と
賃

金
・労
働
条
件
の
改
善
を
実
現
し
よ
う
！ 

 
 

 
 

 

明
け
ま
し
て 

 
 
 

お
め
で
と
う 

 
 
 
  

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

旧
年
中
は
組
合
員
の
皆
様
の
多
大
な
る 

 
 

御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

今
年
一
年
、
組
合
員
の
皆
様
の
無
事
故
・ 

 
 

無
違
反
、
御
家
族
の
健
康
と
ご
多
幸
を 

 
 

祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 
 

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

年
頭
の
あ
い
さ
つ 

執
行
委
員
長 

菊
池
る
み 


